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(57)【要約】
【課題】記録媒体並びに記録媒体の記録方法及び記録装
置を提供する。
【解決手段】少なくとも２つの記録層を備え、各記録層
は、インナー領域（ｉｎｎｅｒ　ａｒｅａ）、データ領
域及びアウター領域（ｏｕｔｅｒ　ａｒｅａ）で構成さ
れ、前記インナー領域及びアウター領域のうちの少なく
とも一つの領域内に少なくとも一つのＯＰＣ領域を備え
るものの、隣接した記録層内に備えられる各ＯＰＣ領域
は、光ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置に備
えられないことを特徴とする記録媒体とし、これにより
、効率的な記録媒体への記録を可能にする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの記録層を備え、
　各記録層は、インナー領域（ｉｎｎｅｒ　ａｒｅａ）、データ領域及びアウター領域（
ｏｕｔｅｒ　ａｒｅａ）とで構成され、
　前記インナー領域及びアウター領域のうちの少なくとも一つの領域内に少なくとも一つ
のＯＰＣ領域を備えてなり、
　隣接した前記記録層内に備えられる各ＯＰＣ領域は、光ビームの進行方向を基準に物理
的に同じ位置に備えられないことを特徴とする、記録媒体。
【請求項２】
　複数の記録層内に割り当てられる全てのＯＰＣ領域が、光ビームの進行方向を基準に物
理的に同じ位置に備えられないことを特徴とする、請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　各記録層別に割り当てられるＯＰＣ領域は、データ領域から順次に遠ざかることを特徴
とする、請求項２に記載の記録媒体。
【請求項４】
　各記録層別割り当てられるＯＰＣ領域は、データ領域へ順次に近づくことを特徴とする
、請求項２に記載の記録媒体。
【請求項５】
　第ｎ記録層と第（ｎ＋２）記録層に割り当てられるＯＰＣ領域は、光ビームの進行方向
を基準に物理的に同じ位置に備えられ、
　第（ｎ＋１）記録層と第（ｎ＋３）記録層に割り当てられるＯＰＣ領域は、光ビームの
進行方向を基準に物理的に同じ位置に備えられ、
　全体ＯＰＣ領域の割当がジグザグ（ｚｉｇ　ｚａｇ）方式でなされることを特徴とする
、請求項１に記載の記録媒体。
【請求項６】
　各記録層に割り当てられるＯＰＣ領域は、ランダム（ｒａｎｄｏｍ）に割り当てられる
ことを特徴とする、請求項１に記載の記録媒体。
【請求項７】
　前記インナー領域及びアウター領域のうちの少なくとも一つの領域内には、前記割り当
てられたＯＰＣ領域を管理する管理情報が記録される管理情報領域をさらに含むことを特
徴とする、請求項１に記載の記録媒体。
【請求項８】
　前記ＯＰＣ領域を管理する管理情報が記録される管理情報領域は、ＤＭＡ（Ｄｉｓｃ　
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ　ｏｒ　Ｄｅｆｅｃｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅ
ａ）であることを特徴とする、請求項７に記載の記録媒体。
【請求項９】
　前記ＯＰＣ領域の管理情報は、記録層内に割り当てられたＯＰＣ領域の位置情報である
ことを特徴とする、請求項７に記載の記録媒体。
【請求項１０】
　前記ＯＰＣ領域の管理情報は、各ＯＰＣ領域内の使用可能な位置情報であることを特徴
とする、請求項７に記載の記録媒体。
【請求項１１】
　前記記録媒体は、再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）であることを特徴と
する、請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１２】
　前記記録媒体は、１回のみ記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－Ｒ）であることを特
徴とする、請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１３】
　複数の記録層を備えた記録媒体にデータを記録する方法において、
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　ａ）前記記録媒体内の各記録層内に割り当てられるものの、隣接した記録層間には光ビ
ームの進行方向を基準に物理的に同じ位置に備えられないＯＰＣ領域の位置情報を読み取
る段階と、
　ｂ）前記読み取られた位置情報から確認されたＯＰＣ領域内で、最適記録パワーを算出
するためのＯＰＣ過程を行う段階と、
　ｃ）前記算出された最適記録パワーを適用して前記記録媒体内に記録を行う段階と、
を含んでなることを特徴とする、記録媒体記録方法。
【請求項１４】
　前記ＯＰＣ領域の位置情報は、記録媒体内の管理領域に記録されていることを特徴とす
る、請求項１３に記載の記録媒体記録方法。
【請求項１５】
　複数の記録層を備えた記録媒体において、
　ａ）ＯＰＣ領域設定命令を受信すると、前記記録媒体内の各記録層内にＯＰＣ領域を割
り当てるものの、隣接した記録層間には光ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置に
備えられないように設定する段階と、
　ｂ）前記設定完了した各記録層別ＯＰＣ領域の使用可能な位置情報を、管理領域内に記
録する段階と、
を含んでなることを特徴とする、記録媒体ＯＰＣ領域設定方法。
【請求項１６】
　複数の記録層を備えた記録媒体にデータを記録する装置において、
　記録命令を伝達する制御部と、
　前記記録媒体内の各記録層内に割り当てられるものの、隣接した記録層間には光ビーム
の進行方向を基準に物理的に同じ位置に備えられないＯＰＣ領域の位置情報を読み取り、
前記読み取られた位置情報から確認されたＯＰＣ領域内で、最適記録パワーを算出するた
めのＯＰＣ過程を行い、前記算出された最適記録パワーを適用して前記制御部の記録命令
に応じて記録媒体内に記録を行う記録再生部と、
を備えてなることを特徴とする、記録媒体記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に係り、特に、物理的構造（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｓｔｒｕｃｔｕｒ
ｅ）と、該物理的構造を用いた記録媒体へのデータ記録方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、大容量のデータを記録できる記録媒体として光ディスクが広く使用されてきて
いる。なかでも、最近では、高画質のビデオデータと高音質のオーディオデータを長時間
記録して保存できる新しい高密度記録媒体、例えば、ブルーレイディスク（ＢＤ；Ｂｌｕ
－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）が開発されてきている。
【０００３】
　次世代記録媒体技術であるブルーレイディスク（ＢＤ）は、既存のＤＶＤを顕著に凌駕
する量のデータを記録できる次世代光記録ソリューションとされ、近年、他のデジタル機
器と共にこれに対する世界標準の技術仕様が定立されつつある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記ブルーレイディスク（ＢＤ）の好ましい物理的構造に対する方案が
提示されておらず、本格的なブルーレイディスク（ＢＤ）基盤の光記録再生器を開発する
のに多くの制約がある実情である。
【０００５】
　したがって、本発明は上記のような制約を解決するためのもので、記録媒体、該記録媒
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体にデータを記録するための方法及び装置に関する。
【０００６】
　本発明は、記録媒体に好適な新しい物理的構造及びこれを用いた記録媒体記録方法及び
記録装置を提供することに目的がある。
【０００７】
　本発明の付加的な利点、目的及び特徴の一部は、下記の通りであり、他の一部は、本発
明の属する分野における通常の知識を持つ者が、下記の内容から自明に理解できるか、本
発明を実施して知得できる。本発明の目的及び他の利点は、発明の詳細な説明と特許請求
の範囲の他、添付の図面で特に指示する構造から得られることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するための本発明に係る記録媒体は、少なくとも２つ以上の記録層を
備え、各記録層内にはインナー領域（ｉｎｎｅｒ　ａｒｅａ）、データ領域、アウター領
域（ｏｕｔｅｒ　ａｒｅａ）を備え、各記録層別に前記インナー領域及びアウター領域の
うちの少なくとも一つの領域内にＯＰＣ領域を備えるものの、隣接した記録層内に備えら
れる各ＯＰＣ領域は、光ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置に備えられないこと
を特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る記録媒体記録方法は、複数の記録層を備えた記録媒体にデータを記
録することにおいて、ａ）前記記録媒体内の各記録層内に割り当てられるものの、隣接し
た記録層間には光ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置に備えられないＯＰＣ領域
の位置情報を読み取る段階と、ｂ）前記読み取られた位置情報から確認されたＯＰＣ領域
内で、最適記録パワーを算出するためのＯＰＣ過程を行う段階と、ｃ）前記算出された最
適記録パワーを適用して前記記録媒体内に記録を行う段階と、を含んでなることを特徴と
する。
【００１０】
　また、本発明による複数の記録層を備えた記録媒体においてＯＰＣ領域設定方法は、ａ
）ＯＰＣ領域設定命令を受信すると、前記記録媒体内の各記録層内にＯＰＣ領域を割り当
てるものの、隣接した記録層間には光ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置に備え
られないように設定する段階と、ｂ）前記設定完了した各記録層別ＯＰＣ領域の使用可能
な位置情報を、管理情報記録領域内に記録する段階と、を含んでなることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る記録媒体記録装置は、複数の記録層を備えた記録媒体にデータを記
録するものであって、記録命令を伝達する制御部と、前記記録媒体内の各記録層内に割り
当てられるものの、隣接した記録層間には光ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置
に備えられないＯＰＣ領域の位置情報を読み取り、前記読み取られた位置情報から確認さ
れたＯＰＣ領域内で、最適記録パワーを算出するためのＯＰＣ過程を行い、前記算出され
た最適記録パワーを適用して前記制御部の記録命令に応じて記録媒体内に記録を行う記録
再生部と、を備えてなることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の前述した一般的な説明と以降詳細な説明は例示的で且つ説明的なもので
、本発明のより深い理解を提供するために提示されたものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の好適な記録媒体のＯＰＣ領域を含む物理的構造及びこれを用いた記録媒体の記
録再生方法及び装置は、特に、最近開発中のマルチレイヤーブルーレイディスク（ＢＤ）
の製造時に活用できる他、効率的なディスクの記録再生が可能になるという効果が得られ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
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　以下、本発明の記録媒体並びに記録媒体の記録方法及び記録装置に係る好適な実施形態
について、添付の図面を参照しつつ詳細に説明する。図面中、同一または類似な部分につ
いては、可能な限り同一の参照番号を共通使用するものとする。
【００１５】
　以下、本発明に係る記録媒体、該記録媒体にデータを記録する方法及び装置が、添付の
図面を参照しつつ説明される。
【００１６】
　なお、本発明で用いられる用語は、可能な限り現在広く使われる一般の用語としたが、
特定の場合は、出願人が任意に選定した用語もあり、この場合には該当する発明の説明部
分で詳細にその意味を記載しておいた。したがって、単純な用語の名称ではなく用語が持
つ意味として本発明を把握すべきであることは明らかである。
【００１７】
　本発明で“記録媒体”とは、データが記録されている、または、データ記録可能な全て
の媒体のことをいい、例えば、光ディスク、磁気テープなど、記録方式に関ることなく全
ての媒体を包括することができる。
【００１８】
　以下、本発明は、説明の便宜上、記録媒体として光ディスク（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓ
ｃ）、特に“ブルーレイディスク（ＢＤ）”を挙げて説明するが、本発明の技術思想は、
他の記録媒体にも同一に適用可能であることは自明であろう。
【００１９】
　なお、本発明で“ＯＰＣ（Ｏｐｔｉｍｕｍ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）領域”とは
、記録媒体内にＯＰＣを行うために割り当てられた領域のことをいう。“ＯＰＣ（Ｏｐｔ
ｉｍｕｍ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）”とは、記録可能な光ディスクにおいて、記録
時に最適記録パワーを算出する過程を意味する。
【００２０】
　すなわち、光ディスクが特定光記録／再生器内にローディング（ｌｏａｄｉｎｇ）され
ると、光記録／再生器は、光ディスク内のＯＰＣ領域に特定記録パワーで記録後に再生す
る過程を繰り返し行い、該当のディスクに適用可能な最適記録パワーを算出する。この過
程から決定された最適記録パワーを、以降該当のディスクの記録時に活用するようになる
。したがって、記録可能な光ディスクには必ずＯＰＣ領域が必要となる。
【００２１】
　また、本発明で“マルチレイヤー（ｍｕｌｔｉ　ｌａｙｅｒ）”とは、少なくとも２つ
の記録層を意味する。特に、マルチレイヤー（ｍｕｌｔｉ　ｌａｙｅｒ）のうち、２個の
記録層を持つ場合を“デュアルレイヤー（ｄｕａｌ　ｌａｙｅｒ）”といい、一つの記録
層を持つ場合は“シングルレイヤー（ｓｉｎｇｌｅ　ｌａｙｅｒ）”という。デュアルレ
イヤーを含めたマルチレイヤーでは、各レイヤーの物理的特性などが異なるため、該当の
レイヤーに固有のＯＰＣ領域が必要とされる。特に、本発明は、３つ以上の記録層を持つ
マルチレイヤーディスクに有用に適用可能である。
【００２２】
　図１Ａ及び図１Ｂは、本発明の記録媒体、特にデータ記録可能なマルチレイヤーブルー
レイディスク（ＢＤ－Ｒ／ＲＥ）の構造を概略的に示す図である。
【００２３】
　図１Ａを参照すると、本発明のディスクは、例えば、ｎ個の記録層を持っている。各記
録層は、光ビーム（ｏｐｔｉｃａｌ　ｂｅａｍ）が入射する方向に対して最も遠く離れた
方向から順に、第１記録層（Ｌａｙｅｒ　１、以下‘Ｌ１'という。）、第２記録層（Ｌ
ａｙｅｒ　２、以下‘Ｌ２’という。）、第ｎ記録層（Ｌａｙｅｒ　ｎ、以下‘Ｌｎ'と
いう。）が配置される。もちろん、記録層の配置順序はこれに限定されず、例えば、光ビ
ームに近い順に配列されても良い。なお、光ディスク内に備えられうる記録層の数に制限
はないが、現存する大部分の光ディスク厚（ｔ）が１．２ｍｍである点から、一つの光デ
ィスク内に最大許容可能な記録層の数は略８となる。
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【００２４】
　説明の便宜上、光ディスク断面を図１Ｂに示す。各記録層Ｌ１，Ｌ２，．．．，Ｌｎは
、ディスク内周から、インナー領域（ｉｎｎｅｒ　ａｒｅａ）、データ領域（ｄａｔａ　
ａｒｅａ）、アウター領域（ｏｕｔｅｒ　ａｒｅａ）に区分される。インナー領域及びア
ウター領域には、前述のＯＰＣ領域を含め、各種の管理情報を記録する領域に再び区分さ
れる。なお、データ領域には、ユーザーの希望するデータが記録される。さらには、この
データ領域内に欠陥管理のためのスペア領域（ｓｐａｒｅ　ａｒｅａ）を備えても良い。
【００２５】
　図２乃至図５はそれぞれ、本発明の第１乃至第４実施形態によってマルチレイヤーディ
スクにおいて各記録層内にＯＰＣ領域を割り当てる方法を示す図である。図２乃至図５は
、説明の便宜上、４つの記録層を持つマルチレイヤーディスクで説明したが、各実施形態
のＯＰＣ領域割当方法及び構造は、ｎ個の記録層を持つマルチレイヤーディスクにも同一
に適用可能であることは自明である。
【００２６】
　なお、本発明の第１乃至第４実施形態に共通的に適用される本発明の特徴は、全ての記
録層内にＯＰＣ領域を備えるものの、隣接した記録層内に備えられる各ＯＰＣ領域は、光
ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置に備えられないという点にある。すなわち、
ＯＰＣを行うためには、テストのための高いパワー値から低いパワー値まで段階的に活用
するようになる。もし隣接した記録層間に光ビームの進行方向を基準に物理的に同じ位置
内にＯＰＣ領域が備えられていると、実際に使われるＯＰＣ領域以外の隣接した記録層内
に備えられたＯＰＣ領域にまで光ビームの干渉を起こす確率が高まる。これは結局、最適
の記録パワーを算出するためのＯＰＣ領域の目的に照らしてみるとき、むしろ最適記録パ
ワー算出に悪影響を及ぼす結果につながる。
【００２７】
　また、本発明の第１乃至第４実施形態では、前述のインナー領域（ｉｎｎｅｒ　ａｒｅ
ａ）とアウター領域（ｏｕｔｅｒ　ａｒｅａ）とも同じ方式でＯＰＣ領域を割り当てる方
法を示したが、インナー領域またはアウター領域のいずれか一領域にのみＯＰＣ領域を備
える、または、インナー領域及びアウター領域のそれぞれにＯＰＣ領域を備えるものの、
相異なる実施形態を適用して備えることも可能である。すなわち、例えば、インナー領域
には本発明の第１実施形態を、アウター領域には本発明の第２実施形態を適用しても良い
。
【００２８】
　図２は、本発明の第１実施形態による各記録層内にＯＰＣ領域を割り当てる方法を示す
図である。図２に示す第１実施形態は、記録層が増加するにつれて、ＯＰＣ領域がデータ
領域から順次に遠ざかる構造で割り当てられることに特徴がある。
【００２９】
　まず、第１記録層Ｌ１には、データ領域に近接してＯＰＣ領域１ａ，１ｂを割り当てる
。第２記録層Ｌ２には、ＯＰＣ領域２ａとＯＰＣ領域２ｂが割り当てられる。この場合、
第１記録層Ｌ１内のＯＰＣ領域１ａ，１ｂと物理的に重ならないと共に、インナー領域内
ではよりインナー（ｉｎｎｅｒ）側に移動させてＯＰＣ領域２ａを割り当て、アウター領
域内ではよりアウター（ｏｕｔｅｒ）側に移動させてＯＰＣ領域２ｂを割り当てる。この
ような方式で４個の記録層内にＯＰＣ領域を全て割り当てると、図２示すような構造とな
る。一方、第１実施形態において、アウター領域のＯＰＣ領域は、最外周付近から内周部
分に漸次移動させて割り当てても良い。
【００３０】
　図３は、本発明の第２実施形態による各記録層内にＯＰＣ領域を割り当てる方法を示す
図である。本実施形態は、記録層が増加するにつれて、ＯＰＣ領域がデータ領域に順次近
づく構造で割り当てられるという点に特徴がある。
【００３１】
　すなわち、最後の記録層である第４記録層Ｌ４には、データ領域に近接してＯＰＣ領域
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４ａ，４ｂを割り当てる。次の第３記録層Ｌ３には、ＯＰＣ領域３ａ，３ｂを割り当てる
。この場合、第４記録層Ｌ４内のＯＰＣ領域４ａ，４ｂと物理的に重ならないとともに、
インナー領域内ではよりインナー側に移動させてＯＰＣ領域３ａを割り当て、アウター領
域内ではよりアウター側に移動させてＯＰＣ領域３ｂを割り当てる。このような方式で４
個の記録層内にＯＰＣ領域を全て割り当てると、図３に示すような構造となる。一方、第
２実施形態において、アウター領域のＯＰＣ領域は内周から外周に漸次に移動させて割り
当てても良い。
【００３２】
　なお、前述の第１実施形態（図２）及び第２実施形態（図３）は、隣接した記録層だけ
ではなく、全ての記録層でＯＰＣ領域が重ならないことに特徴がある。したがって、ＯＰ
Ｃ領域を割り当てるためのディスク内のボリューム（ｖｏｌｕｍｅ）が多く必要とされる
反面、ＯＰＣ領域間の干渉は最小限に抑えられる。
【００３３】
　図４は、本発明の第３実施形態による各記録層内にＯＰＣ領域を割り当てる方法を示す
図で、隣接した記録層間ではＯＰＣ領域が物理的に重ならないが、他の記録層ではＯＰＣ
領域が重なるのを許容する構造である。特に、これを‘ジグザグ（ｚｉｇ　ｚａｇ）'割
当方式と命名することができる。
【００３４】
　すなわち、第１記録層Ｌ１にＯＰＣ領域１ａ，１ｂを割り当てる。第２記録層Ｌ２には
、第１記録層Ｌ１内のＯＰＣ領域１ａ，１ｂと物理的に重ならないようにＯＰＣ領域２ａ
，２ｂを割り当てる。ただし、第３記録層には第１記録層Ｌ１内のＯＰＣ領域１ａ，１ｂ
と物理的に重なる位置にＯＰＣ領域３ａ，３ｂを割り当てる。第４記録層には、第２記録
層Ｌ１内のＯＰＣ領域２ａ，２ｂと物理的に重なる位置にＯＰＣ領域４ａ，４ｂを割り当
てる。したがって、隣接した記録層間にはＯＰＣ領域が重ならないが、隣接していない記
録層では物理的に重なるのを許容する構造となる。
【００３５】
　したがって、第３実施形態（図４）は隣接した記録層でのみＯＰＣ領域が重ならない構
造であるから、前述の第１実施形態（図２）及び第２実施形態（図３）に比べて、ＯＰＣ
領域を割り当てるためのディスク内のボリュームを多く必要としない長所がある反面、第
１実施形態（図２）及び第２実施形態（図３）に比べてＯＰＣ領域間の干渉を完全に除去
することはできない。しかし、第１記録層と第２記録層間にＯＰＣ領域の重複がない状況
では、第１記録層と第３記録層でＯＰＣ領域が重なることから生じる干渉は、現在の光シ
ステムにおいてそれほど大きな問題とはならない。
【００３６】
　図５は、本発明の第４実施形態による各記録層内にＯＰＣ領域を割り当てる方法を示す
図である。具体的に、図５は、隣接した記録層間ではＯＰＣ領域が物理的に重ならないこ
とを条件とし、各記録層内のＯＰＣ領域の割当を自由にするのを許容する構造である。特
に、これを‘ランダム（ｒａｎｄｏｍ）'割当方式と呼ぶことができる。
【００３７】
　すなわち、第１記録層Ｌ１にＯＰＣ領域１ａ，１ｂを割り当てる。第２記録層Ｌ２には
、第１記録層Ｌ１内のＯＰＣ領域１ａ，１ｂと物理的に重ならない第２記録層内の任意の
位置にＯＰＣ領域２ａ，２ｂを割り当てる。第３記録層Ｌ３には、第２記録層Ｌ２内のＯ
ＰＣ領域２ａ，２ｂと物理的に重ならない第３記録層内の任意の位置にＯＰＣ領域３ａ，
３ｂを割り当てる。第４記録層Ｌ４には、第３記録層Ｌ３内のＯＰＣ領域３ａ，３ｂと物
理的に重ならない第４記録層内の任意の位置にＯＰＣ領域４ａ，４ｂを割り当てる。
【００３８】
　すなわち、第４実施形態（図５）は、隣接した記録層でのみＯＰＣ領域が重ならない限
り、各記録層でＯＰＣ領域の割当はランダム（ｒａｎｄｏｍ）に行うことができることに
特徴がある。したがって、記録層別ＯＰＣ領域の割当構造の規格化において、前述の第１
実施形態（図２）、第２実施形態（図３）及び第３実施形態（図４）に比べて、より自由
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度が与えられるという長所がある。
【００３９】
　図６は、本発明による、光ディスク内に、ＯＰＣ領域を管理するための管理情報を記録
する方法を示す図である。すなわち、光ディスクのインナー領域（ｉｎｎｅｒ　ａｒｅａ
）及び／またはアウター領域（ｏｕｔｅｒ　ａｒｅａ）内には、ディスク管理情報を記録
するＤＭＡ（Ｄｉｓｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ＡｒｅａまたはＤｅｆｅｃｔ　Ｍａｎａ
ｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ）が備えられており、該ＤＭＡ内にＯＰＣ領域を管理する情報を
記録する。
【００４０】
　このＯＰＣ領域を管理する情報には、マルチレイヤーディスクの各記録層別ＯＰＣ領域
の位置、例えば、開始アドレス及び／または終了アドレスを指示する情報である“ＯＰＣ
ｓ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏ”と、それぞれのＯＰＣ領域内で現在使用可能な位置を
指示する情報“Ｎｅｘｔ　ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ　ｉｎ　ｅａｃｈ　ＯＰＣ”があ
りうる。したがって、ディスクが光記録／再生器にローディング（ｌｏａｄｉｎｇ）され
ると、光記録／再生器は、当該ＤＭＡ内のＯＰＣ領域管理情報を読み取り、この情報から
ディスク内ＯＰＣ領域の位置及び使用可能なＯＰＣ領域内の位置を確認し、該確認された
位置でＯＰＣを行うことが可能になる。
【００４１】
　前述の第１実施形態乃至第４実施形態で説明された各ＯＰＣ領域は、ディスク製造者が
ディスク製造に当って割り当てることができる。たとえ、“ＯＰＣ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　
ｉｎｆｏ”の場合にもディスク製作者があらかじめ記録しておいても良いが、本発明の実
施形態に限定されることはない。例えば、光記録／再生器において任意に上記の実施形態
のうちのいずれかを選択しておいても良く、光ディスクのフォーマッティング時に他の実
施形態を適用しても良い。これにより、該当の記録層に設定された各ＯＰＣ領域の“ＯＰ
Ｃ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏ”は、割り当てられた領域の位置に合うように指定され
るようになる。特に、従来の固定されたＯＰＣ領域では、いずれの場合にも固定した位置
を持つため、“ＯＰＣ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏ”が不要であるが、該当のＯＰＣ領
域の位置が可変する状態では“ＯＰＣ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏ”はより必要になる
。
【００４２】
　また、フォーマッティング度にＯＰＣ領域が設定可能な場合では、“Ｎｅｘｔ　Ａｖａ
ｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ”は固定した値でなくても良い。すなわち、フォーマッティング時
にＯＰＣ領域に記録されたテストデータも一緒にフォーマットされることがあるから、フ
ォーマッティングされた直後の“Ｎｅｘｔ　Ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ”は、“ＯＰＣ
　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏ”指示する開始アドレスまたは終了アドレスとなる。しか
し、ＯＰＣ領域の位置がフォーマッティング度に変わることがあるので、上記“Ｎｅｘｔ
　Ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ”はフォーマッティング後には以前フォーマッティング直
後の最初の“Ｎｅｘｔ　Ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ”と比較して変更された値を持つこ
とができる。
【００４３】
　図７は、本発明の光ディスクへのデータ記録／再生を行う光記録／再生装置を示すブロ
ックダイアグラムである。
【００４４】
　図７の光記録／再生装置は、記録／再生部２０とこれを制御する制御部１２とを備える
。
【００４５】
　特に、記録／再生部２０は、ピックアップ部１１、サーボ部１４、信号処理部１３、メ
モリ１５、マイコン１６を含む。ピックアップ部１１は、光ディスクにデータを直接的に
記録したり、光ディスクに記録されたデータを読み取る。信号処理部１３は、ピックアッ
プ部１１から読み取られた信号を受信して所望の信号値に復元する、または、記録される
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べき信号を光ディスクに記録される信号に変調（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）して伝達する。
サーボ部１４は、光ディスクから正確に信号を読み取る、または、光ディスクに信号を正
確に記録するようにピックアップ部１１を制御する。メモリ１５は、ＯＰＣ領域管理情報
を含めたディスク管理情報及びデータを一時保存する。マイコン１６は、上記の構成要素
の制御を担当する。これと関連して、記録再生部２０のみからなる記録再生装置を“ドラ
イブ（ｄｒｉｖｅ）”ともいい、コンピュータ周辺機器として活用される。
【００４６】
　また、図７の制御部１２は、全体構成要素の制御を担当する。特に、本発明と関連して
は、使用者とのインターフェース（ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を通じて使用者命令などを参照
して、光ディスクにデータを記録したり再生するための記録再生命令を記録再生部２０に
伝送する。
【００４７】
　また、デコーダ１７は、制御部１２の制御によって光ディスクから読み取られた信号を
デコーディングして所望の情報に復元して使用者に提供する。
【００４８】
　また、エンコーダ１８は、光ディスクに信号を記録する機能を果たすために、制御部１
２の制御によって入力信号を特定フォーマットの信号、例えば、ＭＰＥＧ２トランスポー
トストリームに変換して信号処理部１３に提供する。
【００４９】
　次に、上記のような光記録再生装置を用いる本発明の記録媒体記録方法を、図８及び図
９を参照して詳細に説明する。特に、図８は、ＯＰＣ領域がディスク製造者によって固定
的に割り当てられた場合であり、図９は、光記録再生装置が可変的にＯＰＣ領域を割り当
てる場合である。
【００５０】
　すなわち、図８を参照すると、前述の図２乃至図５のいずれか一つのＯＰＣ領域を含む
物理的構造を備えたマルチレイヤー光ディスクが、光記録再生装置内にローディングされ
る場合、記録再生部２０内のマイコン１６は、サーボ１４を介してピックアップ１１を制
御し、ローディングされたディスクのＤＭＡ内に記録されたＯＰＣ領域管理情報（例えば
、‘ＯＰＣ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏ．’、‘Ｎｅｘｔ　ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳ
Ｎ’）を読み取り（Ｓ１１）、これをメモリ１５に一時保存する。以降マイコン１６は、
当該ＯＰＣ領域管理情報を参照してＯＰＣを行う正確な位置を確認する（Ｓ１２）。その
後、ＯＰＣ命令があると（Ｓ１３）、管理情報から確認された位置でＯＰＣを行い、ロー
ディングされた光ディスクに適用される最適記録パワーを算出する（Ｓ１４）。段階Ｓ１
４が完了すると、マイコン１６は、次のＯＰＣ位置に関する管理情報として、前述の‘Ｎ
ｅｘｔ　ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ’情報を更新する（Ｓ１５）。
【００５１】
　その後、制御部１２から該当ディスクへの記録命令を受信すると、記録再生部２０は、
上記算出された最適記録パワーを用いて該当の記録命令を行うようになる。
【００５２】
　また、図９を参照すると、ＯＰＣ領域が割り当てられていないマルチレイヤー光ディス
クが、光記録再生装置内にローディングされる場合、記録再生部２０内のマイコン１６は
、該当のディスクへのＯＰＣ領域設定命令を受信する（Ｓ２１）。その後、マイコン１６
は、該当の記録層（ｌａｙｅｒ）別にＯＰＣ領域を選択して設定する（Ｓ２２）。特に、
段階Ｓ２２でのＯＰＣ領域位置の選択及び設定は、前述の図２乃至図５のいずれか一方法
にすれば良い。この場合にも、光ビームの進行方向を基準に隣接した記録層に位置したＯ
ＰＣ領域が物理的に同じ位置に設定されないようにすべきである。この設定が完了すると
、設定されたＯＰＣ領域の管理情報（例えば、‘ＯＰＣ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏ．
’、‘Ｎｅｘｔ　ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ’）を、ディスク内管理情報記録領域（例
えば、ＤＭＡ）に記録する（Ｓ２３）。
【００５３】



(10) JP 2008-527602 A 2008.7.24

10

20

30

　その後、ＯＰＣ命令があると（Ｓ２４）、当該管理情報から確認された位置でＯＰＣを
行い、ローディングされた光ディスクに適用される最適記録パワーを算出する（Ｓ２５）
。この段階Ｓ２５が完了すると、マイコン１６は、次のＯＰＣ位置に関する管理情報とし
て、前述の‘Ｎｅｘｔ　ａｖａｉｌａｂｌｅ　ＰＳＮ’情報を更新する（Ｓ２６）。
【００５４】
　以降、制御部１２から該当のディスクへの記録命令を受信すると、記録再生部２０は、
当該算出された最適記録パワーを用いて該当の記録命令を行う。
【００５５】
　ここで、図９の段階Ｓ２１～Ｓ２３は、段階Ｓ２４～Ｓ２６と分離して動作可能である
ことは自明である。すなわち、段階Ｓ２１～Ｓ２３によってＯＰＣ領域設定が完了した後
、必ずしも段階Ｓ２４～Ｓ２６を連続して行う必要はない。例えば、一定時間経過後に、
図８のように段階Ｓ１１～Ｓ１５を通じてＯＰＣを行うことも可能である。
【００５６】
　以上の本発明の好適な実施形態は、例示の目的のために開示されたもので、これらの実
施形態を、添付の特許請求の範囲に開示された本発明の技術的思想とその技術的範囲内で
様々に改良、変更、代替または付加できることは、当業者にとっては明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１Ａ】本発明の記録媒体内の複数の記録層構造を示す図である。
【図１Ｂ】本発明の記録媒体内の複数の記録層構造を示す図であり、図１Ａの断面図であ
る。
【図２】本発明の第１実施形態によって記録媒体内の複数の記録層内にＯＰＣ（Ｏｐｔｉ
ｍｕｍ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）領域を割り当てる方法を示す概念図である。
【図３】本発明の第２実施形態によって記録媒体内の複数の記録層内にＯＰＣ領域を割り
当てる方法を示す概念図である。
【図４】本発明の第３実施形態によって記録媒体内の複数の記録層内にＯＰＣ領域を割り
当てる方法を示す概念図である。
【図５】本発明の第４実施形態によって記録媒体内の複数の記録層内にＯＰＣ領域を割り
当てる方法を示す概念図である。
【図６】本発明の記録媒体内に、ＯＰＣ領域を管理するための管理情報を記録する方法を
示す概念図である。
【図７】本発明の記録媒体記録／再生装置を示すブロックダイヤグラムである。
【図８】本発明による記録媒体記録方法を示す順序図である。
【図９】本発明による記録媒体内のＯＰＣ領域設定方法及びこれを用いた記録方法を示す
図である。
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